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ー表紙の写真についてー

　8 月 4・5 日に開催された「くっちゃんじゃが祭り」で

は 2日間にわたりたくさんのイベントが催されました。写

真は 4日の夜に行われた「じゃがねぶた」での、陸上自衛

隊倶知安駐屯地による迫力ある勇壮なねりこみです。

まちの 題●話

　今年も、観光パートナー協定を締結する栃木

県日光市から、22 名の小中学生が 8 月 1 日に

本町を訪れ、町内の小学生 20 名と名刺交換や

パークゴルフなどで交流を深めました。

　8 月 18 日、毎年恒例のひらふ祭りがサン・

スポーツランドくっちゃんにて開催され、訪れ

た観光客や住民が、地元飲食店による出店やス

テージ演奏などを楽しみました。

　山の日の 8 月 11 日、羊蹄山ろく消防組合山

岳救助隊による、啓発活動がニセコアンヌプリ

および羊蹄山で行われ、隊員は登山者に対し安

全な登山を訴えました。

浴衣姿で夕涼み会

　7 月 27 日、旭ケ丘公園パークゴルフ場にて、

第 15 回じゃがカップパークゴルフ大会が開催

されました。この日は強い日差しの下、町内外

から集まった 185 名が熱戦を繰り広げました。

各地のパークゴルフ愛好者が親睦深める

　7 月 24 日、倶知安藤幼稚園で毎年恒例の夕

涼み会が行われました。集まった園児たちは浴

衣姿が多く見られ、事前に練習したじゃが音頭

などを披露しました。

日光市から ようこそ倶知安へ

夏のヒラフ　祭りでにぎわう安全な登山を 山岳救助隊が登山者に啓発

　先の戦争で亡くなられた方々のご冥福を祈

り、恒久平和の実現を祈念するため、7月 25 日、

町内ホテルにおいて戦没者追悼式を開催しまし

た。

恒久平和への誓いを新たに



知
安
駅
前
通
り
、
ま
ち
の
駅
『
ぷ

ら
っ
と
』
内
に
あ
る
俱
知
安
観
光

協
会
で
、
今
年
７
月
か
ら
働
く
ラ
ミ
レ
ズ

麻
衣
さ
ん
。

　

彼
女
は
、
札
幌
市
に
生
ま
れ
、
高
校
ま

で
を
過
ご
し
、
京
都
の
大
学
に
進
学
。
国

際
協
力
に
興
味
を
持
ち
、
卒
業
後
は
青
年

海
外
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
た
。
そ
の
期

間
中
に
結
婚
。
帰
国
後
は
、
夫
の
函
館
市

で
の
就
職
に
伴
い
、
道
南
で
求
職
を
し
、

平
成
26
年
４
月
か
ら
今
年
６
月
ま
で
、
北

海
道
新
幹
線
の
駅
が
あ
る
北
斗
市
の
観
光

協
会
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
約
４
年
間
働
い

て
き
た
。

　
「
北
斗
市
で
は
、
新
幹
線
駅
の
開
業
に

向
け
た
準
備
期
間
か
ら
開
業
後
に
か
け

て
、
ま
ち
が
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ

る
中
で
、
地
元
観
光
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
と

－ 3－

※まち ひと しごとは不定期連載です
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倶

し
て
働
い
た
こ
と
が
、
貴
重
な
経
験
に
な

り
ま
し
た
」

　

北
斗
市
観
光
協
会
で
観
光
に
関
す
る
仕

事
の
経
験
を
積
む
中
で
、次
第
に
彼
女
は
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
環
境
の
中
で
、
同

様
の
仕
事
に
挑
戦
し
て
み
た
い
。
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
の
冬
に
倶
知
安
町

内
の
ス
キ
ー
場
を
訪
れ
た
。

　
「
子
ど
も
の
頃
に
、
家
族
で
訪
れ
た
こ

と
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
頃
と
は
周
辺

の
町
並
み
も
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、
外

国
人
観
光
客
の
多
さ
と
、
そ
の
盛
り
上
が

り
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
に
、
観
光

の
仕
事
を
す
る
な
ら
こ
の
町
で
。
と
考
え

ま
し
た
」

　

そ
の
後
、
倶
知
安
へ
の
移
住
を
決
意
。

家
族
の
理
解
も
あ
り
、
倶
知
安
に
暮
ら
し

始
め
て
約
１
カ
月
が
経
っ
た
。
彼
女
に
は

現
在
、
1
歳
の
息
子
が
お
り
、
仕
事
に
子

育
て
と
、
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

　
「
倶
知
安
は
他
の
自
治
体
に
比
べ
、
多

く
の
外
国
人
が
暮
ら
し
て
お
り
、
そ
の
よ

う
な
多
様
性
の
あ
る
環
境
で
育
つ
こ
と

は
、
子
ど
も
の
成
長
過
程
に
と
っ
て
非
常

に
価
値
の
あ
る
こ
と
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
こ
と
も
、
こ
の
町
へ
の
移
住
を
後
押
し

し
ま
し
た
」

　

８
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
初
め
て
の

『
く
っ
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
が
祭
り
』
を
家
族
で

楽
し
ん
だ
と
い
う
。

　
「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
参
加
型
の

イ
ベ
ン
ト
が
多
く
、
ま
た
町
の
顔
と
も
い

え
る
駅
前
通
り
を
使
っ
て
の
規
模
の
大
き

さ
と
、訪
れ
る
人
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
」

　

ま
た
、
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、
い

く
つ
も
の
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
し
、
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
す
る
町
の
人
た
ち
の

懸
命
な
姿
を
目
に
し
、
彼
女
は
こ
の
町
の

観
光
に
お
け
る
、
さ
ら
な
る
可
能
性
を
感

じ
た
。

　
「
ス
キ
ー
場
周
辺
が
観
光
地
と
し
て
の

最
先
端
を
行
く
中
で
、
昔
か
ら
の
倶
知
安

ら
し
さ
が
良
い
意
味
で
残
る
、
市
街
地
の

魅
力
を
再
認
識
し
ま
し
た
」

　

観
光
協
会
の
事
務
所
が
ス
キ
ー
場
周
辺

で
は
な
く
市
街
地
に
あ
る
意
味
を
改
め
て

感
じ
た
と
い
う
彼
女
は
、
今
後
、
市
街
地

を
含
め
、
倶
知
安
町
全
体
の
観
光
地
と
し

て
の
認
知
度
を
、
道
内
・
国
内
に
お
い
て

も
高
め
て
い
き
た
い
と
話
し
た
。

　
「
町
の
良
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
日
々

の
生
活
の
中
で
、
多
く
の
町
の
人
と
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」

　

取
材
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
町
の

こ
と
を
知
り
た
い
と
彼
女
は
話
し
て
い

た
。
町
の
人
と
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
、

そ
の
第
一
歩
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍

に
繋
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

人
の
輪
を
広
げ
、
ま
ち
の
良
さ
を
知
り

多
く
の
人
に
伝
え
た
い
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　日本人の平均寿命は、平成 29 年に女性が 87.26 歳、男性
が 81.09 歳となり、ともに過去最高を記録しました。全国的
に長寿化が進行する中、定年退職後の人生『セカンドライフ』
をいかに謳歌するかという意識が高まってきています。
　今月号の特集では、9 月 17 日『敬老の日』にちなみ、前
半で倶知安町における高齢化・長寿化の現状と町の取り組み
を、後半でいきいきとしたセカンドライフを送るシルバー世
代の方々を紹介します。

　

押
尾
麻
依
子
保
健
師
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
健
や
か

に
い
き
い
き
と
し
た
毎
日
を
送
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
ま
し
た
。

65
歳
以
上
人
口
が
24
・
7
㌫

わ
が
町
で
も
進
む
高
齢
化

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
を

正
し
い
食
習
慣
と
運
動
習
慣
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

積
極
的
な
社
会
参
加
が
活
力
に

　

年
齢
を
重
ね
る
と
足
腰
が
弱
く
な

り
、
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
と

感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
生

活
に
お
け
る
苦
労
は
人
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
く
つ

に
な
っ
て
も
い
き
い
き
と
過
ご
す
た

め
に
は
、
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る

こ
と
が
基
本
で
す
。

　

ま
ず
は
、
体
の
健
康
を
維
持
す
る

た
め
に
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心

掛
け
る
と
と
も
に
定
期
的
に
運
動
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で

足
腰
が
し
っ
か
り
し
、
年
齢
を
重
ね

て
も
転
倒
な
ど
を
起
こ
し
づ
ら
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
若
年
の
う
ち
か
ら

正
し
い
食
習
慣
と
運
動
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
、
将
来
の
骨
粗
し
ょ

う
症
や
関
節
痛
、
筋
力
低
下
の
予
防

に
努
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
し

て
、
客
観
的
に
自
分
の
健
康
状
態
を

知
る
た
め
に
、
年
に
一
度
健
康
診
断

を
受
け
、
病
気
を
早
期
に
発
見
・
治

療
し
、重
症
化
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

地域包括支援センター

押尾  麻依子 保健師

地域包括支援センター
住民の健康や生活を支援する 地域包括支援センターは、高齢者の方々が

住み慣れたこの地域で自立した生活を送れ
るよう支援するための窓口です。町内の高
齢者やその家族に対し、総合的な相談に乗
り、保健・福祉・介護サービスの提供や調
整を行う他、ボランティアや住民の活動な
ど地域のさまざまな資源を繋ぎ、皆さんが
少しでも生活しやすいような地域づくりに
努めています。

　

体
だ
け
で
は
な
く
心
の
健
康
維
持

も
大
切
で
す
。
町
内
に
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
利
用
せ
ず
に
自
宅
で
生

活
を
営
む
方
も
多
く
い
ま
す
が
、
中

で
も
日
頃
か
ら
外
で
行
う
作
業
や
運

動
習
慣
の
あ
る
方
、
町
内
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
し
て
仲
間

と
の
会
話
を
楽
し
み
、
地
域
と
の
繋

が
り
を
持
っ
て
い
る
方
が
、
元
気
に

過
ご
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
社
会
参
加
を
す
る
こ
と
で
役
割

意
識
や
自
身
の
価
値
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
が
『
生
き
が
い
』
に

な
り
、
活
力
に
な
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
、
家
族
や
社

会
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
『
生
き
が
い
』
や
自
身
が
輝
け
る

場
を
見
つ
け
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

心
身
と
も
に
健
康
で
笑
顔
溢
れ
る
毎

日
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

保健福祉会館内（北 3 東 4）☎ 23 － 0100

①倶知安町の総人口に対する 65 歳以上の人口率
　（高齢化率）の推移（国勢調査）

平成 07年 13.9%
（2,381 人）

平成 17 年 19.7%
（3,190 人）

平成 27 年 24.7%
（3,708 人）

65 歳以上

86.1％65 歳以上を除くその他

80.3％

75.3％

　

倶
知
安
町
の
総
人
口
に
対
す
る
65

歳
以
上
の
人
口
率
（
高
齢
化
率
）
は
、

平
成
27
年
で
24
・
7
㌫
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
こ
の
高
齢
化
は
急
速
に
進

行
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
90
歳
以
上
人
口
が
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
を
見
て
も
、
倶
知
安
町

の
高
齢
化
・
長
寿
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。（
グ
ラ
フ
①
、

表
②
）

平成 7年 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年

56 人 86 人 126 人 162 人 198 人

②倶知安町の 90 歳以上人口の推移（国勢調査）

　

本
町
で
は
、
40
～
74
歳
を
対
象
と

し
た
国
保
加
入
者
の
特
定
健
診
受
診

率
が
33
・
0
㌫
（
平
成
28
年
）
と
な
っ

て
お
り
、
他
の
同
規
模
市
町
村
と
比

較
し
て
も
極
め
て
低
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
健
診
未
受
診
者
の
生
活
習
慣

病
に
か
か
る
治
療
費
が
健
診
受
診
者

の
そ
の
額
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け

る
こ
と
で
、
早
期
に
治
療
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
、
重
症
化
の
予
防
に
繋

が
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。（
表
③
）

　

町
は
、
住
民
の
健
康
診
査
や
診
療

の
情
報
を
把
握
・
分
析
す
る
こ
と
で

本
町
に
お
け
る
健
康
問
題
を
明
確
に

し
、
よ
り
効
果
的
な
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
今
年
3

健診受診者 健診未受診者

平成 28 年 3,175 円 43,870 円

③倶知安町民（国保）の生活習慣病
　治療費（平均）と健診受診歴

月
に
倶
知
安
町
第
2

期
保
健
事
業
計
画

（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
）
を
策
定
し
ま
し

た
。
今
後
町
で
は
、

こ
の
計
画
に
基
づ
い

て
、
特
定
健
診
受
診

率
の
向
上
を
目
指
す

な
ど
住
民
の
実
態
に

合
っ
た
健
康
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
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し
い
時
間
を
仲
間
と
と
も
に

過
ご
す
『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』

は
、
現
在
町
内
に
8
つ
あ
り
ま
す
。

茶
話
会
や
ゲ
ー
ム
な
ど
、
運
営
主
体

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
内
容
は
異
な
り

ま
す
が
、
ど
の
サ
ロ
ン
も
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
方
が
気
軽
に
集
え
る
交

流
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
福
祉

町内の 75 歳以上の方を対象としたご
長寿をお祝いする会です。案内が届い
ている方はぜひご参加ください。
■日時／ 9 月 14 日㈮ 12 時～
■場所／総合体育館
問福祉医療課高齢者介護保険係
　☎ 23 － 0500

協
議
会
で
は
、
そ
の
立
ち
上
げ
や
運

営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
を
通
し
て
一
人
一
人
が
繋
が

り
合
う
こ
と
で
、
地
域
内
の
絆
を
強

め
ま
せ
ん
か
。

問
倶
知
安
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
22
ー
４
１
５
０

　月に一度のふれあいサロン楽寿を運営する中央長寿
会。50 名ほどの会員が参加しており、茶話会や季節の
行事の他、週に 2 日、文化福祉センター内いこい室で
囲碁やマージャンなどのゲームをして、仲間との時間を
楽しんでいます。
　岡本孝義さんは、20 代の頃から定年まで倶知安町役
場の職員として町に貢献してきました。退職後も中央長
寿会の会長を務める他、さまざまな場面で活躍していま
す。趣味はマージャンや英会話、クラシック音楽鑑賞と
幅広く、共通の趣味を持つ仲間も多くいるといいます。
　「現役時代から人との繋がりを大切にしてきました。
今では、人生経験豊富な仲間たちと過ごす時間が、自分
にとって良い刺激となっています。これからも、新しい
ことや社会への興味をなくすことなく、前向きに暮らし
ていきたいです」と岡本さんは話しています。

　教育委員会が主催する寿大学の学生期間は、基本的に
4 月から翌年 3 月までの一年間ですが、２年 3 年と連続
して受講する学生も少なくありません。
　林英男さんもその一人。農業を営んでいた林さんは、
65 歳の時に偶然知った寿大学に興味を持ち、入講して
以来毎年、町の文化や社会問題などについて幅広く学習
しています。また、寿大学では現役時代には関わること
のなかった職種の人とも知り合うことができ、人間関係
がこれまでより広がったといいます。
　「若い頃は、人生の先輩からあらゆることを学ばせて
もらいました。その機会が少なくなった今は、寿大学で
の活動を通して、知ることや学ぶことに喜びを感じてい
ます。これからも自身や身の回りのことだけではなく、
広い視野で物事を見つめ、いつまでも学ぶ姿勢を忘れず
にいたいです」と林さんは話しています。

何事にも前向きに  仲間と充実した時間を
ふれあいサロン

倶知安町寿大学  

楽中央長寿会　会長

岡 本 孝 義 さん（81 歳）

倶知安町寿大学自治会　会長

林 　 英 男 さん（82 歳）習
を
通
し
て
知
る
こ
と
の
喜

び
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
協

力
す
る
こ
と
や
思
い
や
り
の
大
切
さ

を
再
認
識
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

資
質
を
よ
り
一
層
磨
く
姿
勢
を
持
つ

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
生
涯
学
習
の

場
『
寿
大
学
』。
65
歳
以
上
の
町
民

が
学
生
と
な
り
、
地
域
や
職
業
な
ど

の
垣
根
を
越
え
、
月
一
回
の
学
習
講

座
の
他
、
宿
泊
研
修
や
バ
ス
遠
足
な

ど
の
活
動
的
な
学
習
を
行
い
ま
す
。

学
び
を
通
じ
て
交
流
の
輪
を
広
げ
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
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学

学ぶ姿勢を忘れず  社会に貢献できる人に
セカンドライフの楽しみ方
はさまざまです。自分に
合った『生きがい』を見つ
け、長年培われた経験と能
力を最大限に活かして社会
で活躍しませんか。



全
不
確
認
、
が
主
な
原
因
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
し
、
い
つ
も
通
っ
て
い
る
道
で
も
必

ず
以
下
の
点
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
る

・
信
号
無
視
は
し
な
い

・
横
断
禁
止
標
識
の
あ
る
場
所
で
は
横
断

　

し
な
い

ゆ
と
り
を
も
っ
て
行
動
す
る

・
若
い
時
よ
り
も
横
断
な
ど
に
時
間
が
か

　

か
る
こ
と
を
認
識
し
、
無
理
な
行
動
は

　

し
な
い

安
全
確
認
を
十
分
に
行
う

・
左
右
の
確
認
を
何
度
も
行
う

反
射
材
を
身
に
着
け
る

・
視
界
が
悪
く
な
る
夕
暮
れ
時
や
夜
間
は

　

危
険
で
す
。
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
ま

　

し
ょ
う

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

・
運
転
免
許
証
の
自

　

主
返
納
も
含
め
、

　

家
族
で
よ
く
話
し

　

合
い
を
し
ま
し
ょ

　

う

　　

交
通
ル
ー
ル
を
み
ん
な
で
守
り
、
安
全

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問
福
祉
医
療
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
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猛
暑
が
続
い
た
夏
が
去
り
、
過
ご
し
や

す
い
秋
を
迎
え
る
９
月
。
全
国
で
交
通
事

故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
９
月
21
日
～
９
月
30

日
ま
で
「
秋
の
交
通
安
全
運
動
週
間
」
が

始
ま
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
死
者
数
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
一
方
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

占
め
る
割
合
が
年
々
高
く
な
っ
て
お
り
、

死
者
数
の
過
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
死
者
の
内
訳
を
み

る
と
、
最
も
多
い
の
が
歩
行
中
の
事
故
死

で
ほ
ぼ
半
数
、
次
い
で
自
動
車
乗
車
中
、

自
転
車
乗
車
中
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
発
生
時
間
帯
で
は
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
の
歩
行
中
に
交
通
事
故
に
遭
っ
て

亡
く
な
っ
た
高
齢
者
数
は
、
昼
間
の
２
倍

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
遭
い
や
す
い
交
通
事
故
に
は

い
く
つ
か
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
歩
行

中
の
事
故
原
因
で
は
、
①
横
断
歩
道
以
外

の
場
所
で
の
横
断
、
②
走
行
車
両
の
直
前

直
後
で
の
横
断
、
③
横
断
歩
道
で
の
信
号

無
視
、
な
ど
で
、
事
故
原
因
の
ほ
と
ん
ど

が
高
齢
者
自
身
に
よ
る
交
通
ル
ー
ル
違
反

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
話
題
と
な
っ
て
い
る
高
齢

者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
死
亡
事
故
の
主
な

原
因
と
し
て
、
①
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ

の
踏
み
間
違
い
な
ど
の
操
作
不
適
、
②
漫

然
運
転
（
相
手
が
「
～
し
な
い
だ
ろ
う
」

と
思
い
、
気
に
せ
ず
運
転
す
る
）、
③
安

いきいき健康ライフ

－9－ －8－

秋
の
夜
長
は
交
通
事
故
に
ご
用
心

子育て支援センターだより

こ ど も の ひ ろ ば
　

婦
人
科
の
検
診
は
2
年
に
一
度
の
受
診

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
20
歳
以
上
の
女
性

■
日
程
／
9
月
26
日
㈬

■
場
所
／
北
海
道
対
が
ん
協
会
札
幌
が
ん

　

検
診
セ
ン
タ
ー
（
集
合
・
解
散
は
保
健

　

福
祉
会
館
）

■
内
容
／
婦
人
科
検
診
の
他
、
各
が
ん
検

　

診
や
特
定
健
診
も
同
日
に
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
（
表
参
照
）

▼
個
別
検
診
に
つ
い
て
／
対
が
ん
協
会
・

　

厚
生
病
院
で
の
個
別
検
診
も
行
っ
て
い

今
年
度
最
後
の
集
団
検
診

は
つ
ら
つ
レ
デ
ィ
検
診
バ
ス
ツ
ア
ー

　

小
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
、
町
教
育
委

員
会
が
主
催
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

7
月
30
日
㈪
、
町
内
の
小
学
５
年
生
を

対
象
に
実
施
す
る
『
く
っ
ち
ゃ
ん
ワ
ン

ダ
ー
キ
ッ
ズ
』
の
活
動
の
一
つ
、
羊
蹄
一

周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
を
ス
タ
ー
ト
し
た
子
ど
も
た
ち

は
5
～
6
人
の
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
町
職
員
が
引
率
し
、
自
転
車
に
乗
り
羊

蹄
山
の
周
り
を
一
周
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
日
の
行
程
、
約

50
㌔
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
参
加

夏
休
み 

ワ
ン
ダ
ー
キ
ッ
ズ
は
自
転
車
で
羊
蹄
一
周

子
ど
も
特
派
員
は
日
光
市
で
『
観
光
』
を
調
査

子育て支援センター（南 3 東 5　ぬくぬく内）
☎ 55 ー 8355　FAX 55 ー 8377
開所時間　9 時 30 分～ 12 時、13 時～ 17 時
休 所 日　日曜日、祝日、年末年始

　小中高英語連携事業の一環として行われる「イング
リッシュサマーキャンプ」が、今年は 8 月 7 日㈫～
8 日㈬の 2 日間にわたり、町内樺山のコテージに一泊
の行程で実施されました。
　この事業は、町内の小・中・高校に在籍する小学校
4 年生以上を対象に行われ、今回は中学・高校の英語
教諭、町 ALT およびしりべしグローバルサポーター
の協力の下、48 名の児童生徒が参加しました。
　参加者は、2 日間寝食を共にし、外国人ガイドによ
るラフティングや、朝のラジオ体操、屋外での活動や
交流などを、身振り手振りも交えながら、英語で行い
ました。長時間にわたり生の英語と接したこの 2 日
間は、参加した子どもたちにとって、非常に貴重な経
験となったのではないでしょうか。

いきいき健康ライフ

イングリッシュサマーキャンプ

楽しみながら英語漬けの 2 日間
10 月の広場のお知らせ（10 時～ 11 時）
あいあい広場（0 歳）　　　  10 月   4 日㈭
きらきら広場（1 歳）　　　  10 月 11 日㈭
のびのび広場（2・3 歳）　　10 月 18 日㈭
どの広場もハロウィンの制作をします。
■申込／ 9 月 3 日㈪ 9 時 30 分～
子育て講座「虫歯にしたくないお母さん集合！」
■日時／ 10 月 16 日㈫ 10 時～ 11 時
■講師／歯科衛生士　仲　洋子氏
子育て講座「ウォーク＆ステップ」
■日時／ 10 月 19 日㈮ 10 時～ 11 時
■持ち物／飲み物（2 人分）、汗拭きタオル
　動きやすい服装で参加してください。託児有
子育て講座「読み聞かせの会ぐりとぐら」
■日時／ 10 月 25 日㈭ 10 時 30 分～ 11 時
■内容／絵本やパネルシアターを親子で楽しみ、おす
　すめの絵本を紹介します
◇どの講座も申し込みは 9 月 10 日㈪ 9 時 30 分～

者
は
お
互
い
に

声
を
か
け
合
う

な
ど
し
な
が
ら

支
え
合
い
、
リ

タ
イ
ヤ
す
る
こ

と
な
く
無
事

ゴ
ー
ル
を
し
ま

し
た
。

　

８
月
8
日
㈬
～
10
日
㈮
の
３
日
間
は
、

『
子
ど
も
特
派
員
派
遣
事
業
』
と
し
て
、

8
名
の
子
ど
も
た
ち
が
倶
知
安
町
と
観
光

パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を
締
結
す
る
栃
木
県
日

光
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、子
ど
も
た
ち
が
町
の『
特

派
員
』
と
な
り
、
自
ら
決
め
た
テ
ー
マ
の

調
査
・
研
究
の
た
め
に
、
他
の
市
町
村
を

訪
問
し
、
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
主
性
と
積
極
性
、
社
会
性
を
身
に

つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、

今
年
は
『
観
光
』
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま

す
。

　

8
月
８
日
㈬
、
新
函
館
北
斗
駅
か
ら
新

幹
線
に
乗
り
、
日
光
市
へ
向
か
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
到
着
後
に
日
光
市
役
所
を
訪

れ
市
長
に
面
会
し
、
今
回
の
訪
問
の
目
的

な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。
翌
日
か
ら
は
日
光

市
の
観
光
名
所
で
あ
る
日
光
東
照
宮
や
日

光
江
戸
村
で
外
国
人
観
光
客
に
対
す
る
取

材
な
ど
を
行
い

調
査
を
進
め
ま

し
た
。

　

今
回
の
調

査
・
研
究
の
結

果
に
つ
い
て

は
、
今
後
子
ど

も
た
ち
の
手
に

よ
っ
て
壁
新
聞

に
ま
と
め
ら

れ
、
公
民
館
ロ

ビ
ー
に
展
示
さ

れ
ま
す
。

　

ま
す
。
受
診
票
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

　

北
海
道
、
町
、
協
賛
企
業
の
協
働
で
今

年
も
行
い
ま
す
。
健
診
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
毎
日
の
健
康
づ
く
り
に
継
続
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
達
成
し
た

方
へ
景
品
を
贈
り
ま
す
。
登
録
は
保
健
福

祉
会
館
（
電
話
可
）
へ
、
20
歳
以
上
の
方

が
対
象
で
す
。ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
医
療
課
保
健
指
導
係

　

☎
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検診の種類（希望
の検診を申込）

受診対象（町民のみ）
※年度末年齢

自己負担

子宮頸がん検診
20 歳以上の女性

（H10.12.31 以前生）
1,000 円

子宮超音波検査 20 歳以上の女性 1,000 円

乳がん検診
40 歳以上の女性

（S53.12.31 以前生）
2,000 円

特定健康診査
30 歳以上で、国民健康保険加
入者・生活保護世帯・後期高
齢者のいずれかに該当する方

無料

胃 / 肺 / 大 腸 が ん
検診

30 歳以上の方
（H1.3.31 以前生）

胃 1,000 円
肺・大腸 500 円

骨検診
30 歳以上で 5 年以内未受診の
方

500 円

エキノコックス症
検診

5 年以内未受診、今まで受け
たことのない方

無料

肝炎ウイルス検診
40 歳以上（S54.3.31 以前生）
で 5 年以内に受けていない方

無料

オプション検診

子宮体部がん検診

子宮頸がん検診を受ける 50
歳以上または閉経後で 6 カ月
以内に不正出血があるなどの
方（検診時要相談）

2,550 円

HPV 検査
子宮頸がん検診を受ける方で
25 ～ 60 歳の方

4,890 円

＊自己負担金：倶知安町国民健康保険加入者・生活保護世帯はオ
プション検診以外無料。無料クーポン券該当者は該当検診が無料。
その他の健康保険（後期高齢者医療保険含む）の方は表のとおり
です。



■
集
合
場
所
／
後
志
総
合
振
興
局
駐
車
場

（
12
時
40
分
集
合
）

■
見
学
場
所
／

・
カ
ラ
マ
ツ
優
良
林
分
（
京
極
町
）

・
よ
う
て
い
森
林
組
合
製
材
工
場
（
京

極
町
）

・
真
狩
村
営
住
宅
（
地
元
産
カ
ラ
マ
ツ

集
成
材
使
用
）

■
定
員
／
30
名
※
参
加
料
無
料

■
申
込
方
法
／
９
月
12
日
㈬
ま
で
に
参
加

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

※
申
込
書
は
役
場
農
林
課
に
あ
り
ま
す

問
申
後
志
総
合
振
興
局
森
林
室
普
及
課

☎
22
―
４
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「
改
正
消
費
税
法
の
説
明
会
」
開
催

　

平
成
31
年
10
月
に
実
施
さ
れ
る
、
改
正

消
費
税
法
に
関
す
る
次
の
内
容
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

①
軽
減
税
率
制
度
（
軽
減
対
象
品
目
、
帳

簿
・
請
求
書
な
ど
の
記
載
方
法
、
税
額

計
算
な
ど
）
の
概
要

②
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
帳
簿
・
適
格
請
求

書
な
ど
の
記
載
方
法
な
ど
）
の
概
要

■
対
象
者
／
全
て
の
事
業
者
の
方

■
日
時
・
会
場
／

9
月
7
日
㈮
14
時
～
15
時
・
中
小
企
業

セ
ン
タ
ー
（
南
2
西
1
）

9
月
14
日
㈮
14
時
～
15
時
・
岩
内
商
工

　

会
議
所
大
会
議
室
（
岩
内
町
万
代
47
）

　

10
月
以
降
は
上
記
以
外
で
の
説
明
会
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
会
場
も
収
容
人
数
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。
満
席
の
際
は
、
会
場
に

入
場
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
主
催
／
倶
知
安
税
務
署
・
倶
知
安
商
工

会
議
所
・
岩
内
商
工
会
議
所

問
建
設
課
住
宅
係
☎
56
―
８
０
１
２

■
対
象
／
小
学
3
～
6
年
生

■
日
時
／
9
月
26
日
㈬
、
28
日
㈮
の
18
時

40
分
～
20
時
※
両
日
参
加
可

■
場
所
／
倶
知
安
小
学
校
体
育
館

■
持
ち
物
／
運
動
に
適
し
た
服
装
、
運
動

靴
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
飲
料
水

■
締
切
／
9
月
18
日
㈫

■
申
込
方
法
／
氏
名
、
学
校
名
・
学
年
、

参
加
可
能
日
、
連
絡
先
を
記
入
し
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
申
込
み

問
申
倶
知
安
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
（
イ
カ

　

リ
）
FAX
55
―
８
４
８
０
、
☎
０
９
０
―

　

９
０
８
９
―
７
６
７
２

ニ
セ
コ
山
系
を
歩
く
（
そ
の
1
）

■
内
容
／
鏡
沼
―
ニ
セ
コ
グ
ラ
ン
・
ヒ
ラ
フ

■
日
時
／
9
月
8
日
㈯
8
時
集
合
（
歩
行

時
間
約
3
時
間
）
※
悪
天
候
の
場
合
は

変
更
有

■
集
合
場
所
／
総
合
体
育
館
駐
車
場

■
持
ち
物
／
飲
料
水
、
軽
食
、
タ
オ
ル
、

雨
具
（
天
候
に
よ
り
）、
虫
よ
け
ス
プ

レ
ー
な
ど

■
参
加
費
／
５
０
０
円
、
小
学
生
以
下

３
０
０
円

問
同
事
務
局
☎
22
―
２
２
８
８
、
FAX
22
―

　

５
５
４
４
（
総
合
体
育
館
内
）、
０
９
０

　

―
１
５
２
８
―
０
０
８
４
（
石
田
）

■
開
催
日
時
／
9
月
15
日
㈯
13
時
～
17
時

　

卒
見
込
含
）
で
、
勤
務
地
に
居
住
で
き

　

る
者
。普
通
自
動
車
運
転
免
許（
マ
ニ
ュ

ア
ル
車
）
を
取
得
し
て
い
る
か
、
1
年

以
内
に
取
得
予
定
者

■
申
込
期
限
／
9
月
19
日
㈬
期
日
厳
守

受
験
申
込
用
紙
は
消
防
本
部
総
務
課
、

倶
知
安
消
防
署
お
よ
び
各
支
署
で
請
求

■
一
次
試
験
日
／
10
月
14
日
㈰

問
羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
消
防
本
部

☎
22
―
２
８
２
２

■
募
集
期
間
／
9
月
3
日
㈪
～
18
日
㈫

一
般
世
帯
向
け
（
家
族
向
け
）

・
南
６
条
団
地
（
南
６
東
５
）
※
浴
室
、

浴
槽
無　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

・
南
９
条
団
地
（
南
９
西
２
）
※
浴
室
有
、

　

浴
槽
無　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸　
　

　

申
請
に
は
必
要
書
類
、
所
得
制
限
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
。

■
募
集
人
数
／
若
干
名

■
採
用
予
定
時
期
／
平
成
31
年
４
月
1
日

■
募
集
要
領
・
申
込
書
／
町
総
務
課
で
直

接
受
け
取
り
か
、
郵
送
請
求
ま
た
は
、

町
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

■
受
験
申
込
期
限
／
9
月
25
日
㈫
必
着

■
試
験
期
日
／
10
月
中
旬
～
下
旬

※
詳
細
は
募
集
要
領
を
確
認

URLhttp://w
w

w
.tow

n.kutchan.
hokkaido.jp/bosyu/2626/

問
総
務
課
総
務
係
☎
56
―
８
０
０
０

児
童
指
導
員
補
助
（
パ
ー
ト
）
若
干
名

■
応
募
資
格
／
町
内
在
住
（
近
隣
町
村
居

住
で
通
勤
可
）
の
子
育
て
経
験
者

■
任
用
期
間
／
10
月
1
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日
（
以
降
更
新
可
能
）

■
業
務
内
容
／
児
童
指
導
員
の
補
助
業
務

■
勤
務
時
間
／
平
日
、
14
時
～
18
時
、
長

期
休
暇
（
夏
休
み
・
冬
休
み
・
春
休
み
）

な
ど
は
８
時
～
14
時
、
ま
た
は
14
時
～

　

18
時
、
小
学
校
の
授
業
時
間
に
よ
り
変

　

更
有
。
週
20
時
間
未
満

■
勤
務
場
所
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た

は
北
児
童
館

■
賃
金
／
時
給
８
５
０
円

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
添
え
て
、
9
月
11
日

㈫
ま
で
に
提
出

問
申
福
祉
医
療
課
福
祉
係

☎
23
―
０
５
０
０

自
衛
官
候
補
生
（
第
4
回
）

■
受
験
資
格
／
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間
／
10
月
１
日
㈪
～
11
月
13
日
㈫

■
試
験
日
／
男
子
は
11
月
18
日
㈰
～
20
日

㈫
、
女
子
は
11
月
18
日
㈰
、
19
日
㈪

自
衛
官
候
補
生
（
第
5
回
）

■
受
験
資
格
／
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間
／
11
月
21
日
㈬
～
12
月
11
日
㈫

■
試
験
日
／
男
子
は
12
月
14
日
㈮
～
16
日

㈰
、
女
子
は
12
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰

問
倶
知
安
地
域
事
務
所
☎
23
―
３
５
４
０

　

笹　

山　

武　

市
☎
22
―
２
４
３
３

　

佐
名
木　

幸　

子
☎
22
―
４
３
０
２

　

清　

水　

礼　

子
☎
22
―
０
０
７
５

　

古　

谷　

和　

之
☎
23
―
３
１
６
５

■
採
用
人
数
／
倶
知
安
消
防
署
４
名
、
ニ

セ
コ
支
署
1
名

■
受
験
資
格
／
18
歳
以
上
25
歳
未
満
（
高

　

５
３
―
５
９
７
５

問
信
書
便
事
業
へ
の
参
入
・
利
用
に
関
す

　

る
こ
と
☎
03
―
５
２
５
３
―
５
９
７
４

　

小
樽
公
証
役
場
で
は
、
次
の
と
お
り
、

本
年
の「
公
証
週
間
」期
間
中
の
１
日『
休

日
無
料
公
証
面
接
相
談
』を
実
施
し
ま
す
。

　

公
正
証
書
は
、
国
か
ら
任
命
さ
れ
た
法

律
の
専
門
家
の
公
証
人
が
作
成
す
る
公
文

書
で
す
。

　

遺
言
、
任
意
後
見
、
尊
厳
死
宣
言
、
離

婚
給
付
・
養
育
費
・
年
金
分
割
、
金
銭
貸

借
、
土
地
建
物
賃
貸
借
な
ど
、
大
切
な
契

約
を
公
正
証
書
に
し
て
お
く
と
、
権
利
の

争
い
を
未
然
に
防
ぎ
、
あ
な
た
の
大
切
な

財
産
を
守
り
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
６
日
㈯
9
時
～
17
時

■
場
所
／
小
樽
公
証
役
場
（
小
樽
市
色
内

１
丁
目
９
番
1
号
）

■
担
当
／
公
証
人　

羽
澤
勝
夫

■
相
談
事
項
／
遺
言
、
相
続
な
ど
の
身
近

な
法
律
問
題
を
は
じ
め
、
離
婚
、
金
銭

や
土
地
建
物
の
賃
借
問
題
、
任
意
後
見

契
約
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す

■
受
付
／
実
施
日
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
受
付
し
ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
、

受
付
は
終
了
し
ま
す
。
な
お
、
10
月
１

日
㈪
～
５
日
㈮
の
間
も
予
約
制
で
行
い

ま
す

問
小
樽
公
証
役
場

☎
０
１
３
４
―
22
―
４
５
３
０

　

町
民
リ
バ
ー
パ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

の
開
催
に
伴
い
、
会
場
お
よ
び
コ
ー
ス
の

一
部
が
リ
バ
ー
パ
ー
ク
内
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

問
倶
知
安
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
25
―
１
１
９
２

問
倶
知
安
商
工
会
議
所
☎
22
―
１
１
０
８

問
岩
内
商
工
会
議
所

☎
０
１
３
５
―
62
―
１
１
８
４

■
場
所
／
倶
知
安
厚
生
病
院
生
活
療
法
セ

ン
タ
ー
（
北
4
東
１
）

■
テ
ー
マ
／
交
差
点
物
語
～
偶
然
と
必
然

の
織
り
な
す
ス
ト
ー
リ
ー
～

９
月
29
日
㈯
た
っ
ぷ
り
当
事
者
研
究

■
講
師
／
向
谷
地　

生
良
氏

■
時
間
／
13
時
30
分
受
付
、
14
時
～
17
時

■
参
加
費
／
２
千
円

9
月
30
日
㈰
生
き
方
学
会

■
時
間
／
9
時
受
付
、
９
時
30
分
～
12
時

■
発
表
者
／
6
組
予
定

■
参
加
費
／
１
２
０
０
円

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
ｉ
Ｍ
ａ
Ｔ
ａ
☎
23
―

　

４
３
５
０
（
筒
井
）

　

手
紙
や
は
が
き
な
ど
の
信
書
は
、
原
則

と
し
て
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
お
よ
び
信

書
便
事
業
者
だ
け
が
取
り
扱
う
こ
と
が
で

き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

信
書
と
は

　

手
紙
・
は
が
き
・
納
品
書
・
請
求
書
な

ど
「
特
定
の
受
取
人
に
対
し
、
差
出
人
の

意
思
を
表
示
し
、
ま
た
は
事
実
を
通
知
す

る
文
書
」の
こ
と
で
す
。※
宅
配
便
や
メ
ー

ル
便
で
は
、
原
則
と
し
て
信
書
の
送
付
は

で
き
ま
せ
ん

　

詳
し
く
は
総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
郵

政
行
政
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
信
書
全
般
に
関
す
る
こ
と
☎
03
―
５
２

周

知

町内の各種グループ・サークルの催しなどをお知らせください
※掲載希望月の前月 10 日までに総合政策課企画振興室広報広聴係へ要連絡

納税だより

暮らしの

Information

－11－

【最初が肝心！法人の届け出】

　町内に事務所、事業所などを有する法人には「法人町民

税」の申告義務が課せられます。そのため、町内に新たに

法人を設立した、または町外の法人が町内に事務所、事業

所などを設置した場合には、下記のものを速やかに住民税

係（窓口⑧）へ届け出てください。

①法人設立（設置）届出書※

②定款

③登記簿謄本または履歴事項全部証明書

　なお、届け出している内容（代表者、主たる所在地、事

業年度など）に変更があった場合には、登記簿謄本ととも

に「異動届出書※」を提出してください。

※届出書は窓口にあります

問税務課住民税係☎ 56 － 8003

【お気軽に納税相談を】

　「町税を納付できない事情がある」「納付書を紛失してし

まった」など、納税に関する相談は随時受け付けています

ので、お気軽に納税係 (窓口⑨ )へ連絡またはお越しくだ

さい。

問税務課納税対策室納税係☎ 56 － 8002

10 月１日 ( 月 ) は固定資産税の第 3 期の納期限です。納

め忘れのないようよろしくお願いします。

－10－

募

集

保
育
士
（
正
職
員
）
募
集

非
常
勤
・
パ
ー
ト
職
員
募
集

消
防
職
員
採
用
試
験

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

休
日
無
料
公
証
面
接
相
談
（
予
約
制
）

じ
ゃ
が
太
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

尻
別
川
リ
バ
ー
パ
ー
ク

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
利
用
規
制

町道民税・軽自動車税のこと（窓口⑧）住民税係☎ 56―8003
税金の納付方法、納税相談（窓口⑨）納税係☎ 56―8002
固定資産税のこと（窓口⑩）資産税係☎ 56―8004

自
衛
官
募
集

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

信
書
便
制
度
に
つ
い
て

少
年
少
女
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

後
志
の
森
か
ら
工
場
と
木
造
施
設

を
巡
る
地
材
地
消
バ
ス
ツ
ア
ー

第
15
回
こ
こ
ろ
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

in
く
っ
ち
ゃ
ん



天候不順の今夏、お見舞い申し上げます

☆秋のリサイクル市☆

出品受付　9月 15 日㈯ 10 時～ 14 時
売り出し　9月 16 日㈰ 10 時～ 14 時

　場所／世代交流センター

◆委託出品される方は、15 日に会場へ持

ち込み。価格は会員との話し合いで決定

◆自分で出店される方は、16 日 9 時に会

場にてブースの抽選をします。14 日まで

に事務局へ申し込み。1ブース 3坪程度

★売り出しは、午前 10 時から時間厳守

※スリッパと小銭、買い物袋など持参

オレオレ詐欺や、電子取引の未払い分請

求のハガキなど、まだまだ手口を変えた詐

欺が秋には多発する恐れがあります。ご注

意を！問い合わせやご相談は下記まで

■消費生活相談室（公民館１階団体室）

■月・水・金曜日 10 時～ 15 時☎ 23-1522

消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安消費者協会

－12－

9
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す

　

防
災
の
日
は
関
東
大
震
災
を
経
験
と
し

て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
家
庭
で
備
蓄
し
て
い
る
防
災
用
品
を

確
認
し
た
り
、
タ
ン
ス
や
冷
蔵
庫
、
食
器

棚
な
ど
は
倒
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
固

定
し
ま
し
ょ
う
。
就
寝
場
所
に
ス
リ
ッ
パ

や
靴
な
ど
を
常
備
し
て
お
く
と
逃
げ
る
時

に
割
れ
た
ガ
ラ
ス
や
食
器
な
ど
に
よ
る
ケ

ガ
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
９
月
は
台
風
な
ど
が
数
多
く
襲
来

す
る
季
節
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
震
だ
け

で
な
く
大
雨
や
強
風
に
対
す
る
警
戒
や
備

え
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
の
際
に
は

自
分
は
大
丈
夫
と
過
信
せ
ず
、
避
難
指
示

な
ど
に
従
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

速
や
か
に
避
難
が
で
き
る
よ
う
、
町
や

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

8 月 17 日 ( 金 ) までに住民環境課住民係へ

届け出があったもので、承諾を受けた内容

について掲載しています。

平成 30 年 平成 29 年
人　身 19 件 13 件
物　損 468 件 360 件
死　者 0 名 0 名

7 月末までの
町内交通事故発生状況

平成 30 年 平成 29 年
火　災 5 件 8 件
救　急 485 件 537 件
救　助 16 件 17 件
その他 71 件 110 件

7 月末までの災害出動状況

おたんじょう
おめでとう

地
域
で
開
催
さ
れ
る

防
災
訓
練
に
は
積
極

的
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

人の動き　平成 30 年 7月末現在

人 口

男

女

世　　帯　　数

15,305 人

 7,741 人

 7,564 人

8,067 世帯

（前月比  -22）

（前月比  -17）

（前月比   -5）

（前月比  -28）

うち外国籍住民 635人（前月比  -10）

主
な
事
件

▽
傷
害
事
件
の
発
生

知
人
か
ら
暴
行
を
受
け
、
負
傷
す
る
傷

害
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
詐
欺
事
件
の
発
生

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
購
入
し
た
物
品
代
金
を
電
子

マ
ネ
ー
で
支
払
い
、
商
品
が
届
か
な
い
詐

欺
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
窃
盗
（
侵
入
窃
盗
）
事
件
の
発
生

建
設
作
業
中
の
現
場
か
ら
、
機
械
や
機

材
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
2
件
発
生
し
ま
し

た
。

交
通
事
故

▽
7
月
9
日
、
国
道
5
号
の
信
号
交
差
点

に
赤
色
信
号
を
見
落
と
し
て
進
入
し
、
右

か
ら
直
進
中
の
車
両
と
衝
突
す
る
事
故
が

ごめいふくをお祈りします

－13－

借
金
を
し
て
い
る
方
へ

発
生
し
ま
し
た
。

▽
7
月
11
日
、
国
道

２
７
６
号
か
ら
左
折

し
て
建
物
の
敷
地
内

に
入
る
際
、
歩
道
を

走
行
し
て
い
た
自
転

車
と
衝
突
す
る
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

　平成 29 年に新しく裁判所に申立てられた破産事件は全国で

7 万 6014 件。破産の申立件数は、この 2 年間右肩上がりで推

移しています（数字は最高裁判所 HP より）。今回は、借金のあ

る方がお金に困るとやってしまいがちだけど、絶対にやっては

いけないことについてのお話です（自己破産の長所と短所につ

いては平成 24 年 12 月号のコラムを参照）。

クレジットカードで購入した商品の現金化／生活や返済が苦し

くなると、クレジットカードで商品券などを購入し、転売して

現金化する人がいますが、その場しのぎで問題は解決しません。

ギャンブル／お金を増やそうと、手元の金を競馬や宝くじに

突っ込む人がいますが、ギャンブルで必ず勝てるのは胴元だけ

です。

嘘をついてお金を借りること／返すあてもないのに嘘をつきお

金を借りてしまう人がいますが、こうした行為は詐欺罪として

処罰される可能性すらあります。

　破産法は、こうした行為を「免責不許可事由」と定めていま

す。免責が許可されなければ、破産手続きをしても借金を払い

続けなければなりません。つまり、その場しのぎの行動は、自

分の首を絞めてしまうことにもなるのです。

　お金を借りる時に自分の収入と支出のバランスを考えること

は当然ですが、借りた後に万が一収支のバランスが崩れてし

まった時には、その場しのぎの対応はせず、ぜひ早めにご相談

ください。

フ
場
と
重
複
す
る
こ
と
か
ら
、
記
録
会

参
加
者
と
一
般
利
用
者
の
安
全
の
た
め
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
を
一
時
規
制
し

ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
規
制
日
時
／
9
月
30
日
㈰
6
時
～
正
午

問
公
園
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
／
建
設
課

☎
56
―
８
０
１
１

問
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会
に
関
す
る
こ
と
／
総

　

合
体
育
館
☎
22
―
２
２
８
８

　

総
務
省
統
計
局
（
北
海
道
・
倶
知
安
町
）

で
は
、
10
月
１
日
現
在
で
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す
る
最

も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で
、
全
国
約

３
７
０
万
世
帯
の
方
々
を
対
象
と
し
た
大

規
模
な
調
査
で
す
。

　

調
査
期
間
中
、
統
計
調
査
員
が
調
査
書

類
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
調
査
へ
の
回
答

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
ま
た
は

紙
の
調
査
票
で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
総
合
政
策
課
企
画
統
計
係

☎
56
―
８
０
０
１

　

こ
の
制
度
は
、
道
の
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
が
自
身

の
利
害
に
係
わ
る
も
の
で
あ
れ
ば
「
苦
情

審
査
委
員
」
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
「
苦
情
審
査
委
員
」
は
申
し
立
て
に
よ

り
、
公
正
で
中
立
な
立
場
か
ら
、
道
の
関

係
機
関
に
対
し
、
必
要
な
調
査
な
ど
を
行

い
、
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不
備
な

点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
時
は
、
是
正
や

改
善
を
求
め
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
個
人
情
報
の
保
護
に
十
分
に

配
慮
し
ま
す
。

■
窓
口
／
道
庁
『
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
』・

後
志
総
合
振
興
局
総
務
課

■
方
法
／
苦
情
申
立
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
提
出
※
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

で
も
申
し
立
て
可
能
。
苦
情
申
立
書
は

窓
口
か
HP
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す

URLhttp://w
w

w
.pref.hokkaido.lg.jp/

ss/dsc/kujyou-m
ousitate.htm

問
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
相
談

セ
ン
タ
ー

☎
０
１
１
―
２
０
４
―
５
５
２
３

FAX
０
１
１
―
２
４
１
―
８
１
８
１

kujyou.koueki@
pref.hokkaido.

lg.jp

　

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉

の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主
／
建
設
業
を
営
む

方
■
対
象
と
な
る
労
働
者
／
建
設
業
の
現
場

で
働
く
人

■
掛
金
／
日
額
３
１
０
円

【
特
徴
】

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し

込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と

な
り
ま
す

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と

し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と

な
り
ま
す

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

【
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
】

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日
数
に

応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い

・「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所
持

　

し
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業
界
を
引

　

退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を

　

請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
建
退
共
支
部
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
退
共
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
―
２
６
１
―
６
１
８
６

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
か
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
お
薬
代
の
負
担
軽

減
や
健
康
保
険
財
政
の
改
善
に
繋
が
り
、

今
後
の
医
療
費
や
保
険
料
率
の
伸
び
が
抑

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
協
会
け
ん
ぽ
で
は

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
の
普
及
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
の
医
師
・
薬
剤
師
へ
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方
に
つ
い
て
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

禁
煙
・
分
煙
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

北
海
道
は
全
国
的
に
み
て
、
喫
煙
率
が

高
い
地
域
で
す
。

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
、
喫
煙

対
策
を
通
じ
て
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
健
康

を
守
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

URLhttps://w
w

w
.kyoukaikenpo.or.jp/

shibu/hokkaido/cat070/sm
oking

_kitsuentaisaku/no_sm
oking

問
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

　

北
海
道
支
部

☎
０
１
１
―
７
２
６
―
０
３
５
２

岩内ひまわり
基金法律事務所

弁護士　金丸　哲大
☎ 0135-61-4777

FAX 0135-61-4888

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

北
海
道
苦
情
審
査
制
度

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）

か
ら
の
お
知
ら
せ



■
日
時
／
10
月
14
日
㈰
、8
時
30
分
受
付
、

9
時
出
発
～
12
時
10
分
頃
終
了
予
定

※
濃
霧
・
雨
天
な
ど
の
場
合
は
中
止

■
集
合
場
所
／
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
駐
車
場

※
可
能
な
限
り
車
は
乗
り
合
わ
せ
で

■
参
加
料
／
５
０
０
円（
当
日
受
付
に
て
）

※
飲
料
、
軽
食
、
防
寒
雨
具
な
ど
、
必

要
な
装
備
は
各
自
で
用
意

■
参
加
対
象
／
小
学
３
年
生
以
上
で
自
力

で
歩
け
る
方

■
申
込
方
法
／
任
意
の
用
紙
に
「
第
６
回

フ
ッ
ト
パ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
申
込
」
と

記
載
の
上
、
氏
名
・
団
体
（
会
社
）
名

・
連
絡
先
（
電
話
番
号
）
を
記
入
し
Ⓕ

22
―
６
５
８
８（
木
村
保
険
サ
ー
ビ
ス
）

　

か
HP
（http://

youteifootpass.
jim

dofree.com

）

問
０
９
０
―
７
６
５
８
―
７
８
３
６（
石
本
）

－15－ －14－

ＴＯＰＩＣＳくっちゃんニュース

俱
知
安
農
高
の
新
た
な
試
み

手
作
り
の
カ
フ
ェ
「
Ａ
ｇ
ｇ
ｉ
ｅ
，
ｓ
（
ア
ギ
ー
ズ
）」

　

倶
知
安
農
業
高
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

『
農
高
の
お
み
せ
』
で
の
農
産
物
販
売
の

取
り
組
み
に
加
え
、
同
校
の
農
場
生
産
物

や
加
工
品
を
使
用
し
、
そ
れ
ら
を
自
ら
が

調
理
し
提
供
す
る
カ
フ
ェ『
Ａ
ｇ
ｇ
ｉ
ｅ
，

ｓ（
ア
ギ
ー
ズ
）』を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

7
月
21
日
㈯
に
は
、
同
校
が
主
催
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ

れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
実
際
に
提
供
す
る

メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
代
表
挨
拶
の
中
で
生
徒
ク
ラ
ブ

会
長
の
荒
木
香
南
さ
ん
（
3
年
）
は
「
カ

フ
ェ
の
名
前
と
な
っ
た
Ａ
ｇ
ｇ
ｉ
ｅ
，
ｓ

（
ア
ギ
ー
ズ
）
は
〝
農
業
の
〟
と
い
う
意

味
を
持
っ
て
お
り
、
農
業
を
学
ぶ
私
た
ち

　

く
っ
ち
ゃ
ん
保
育
所
ぬ
く
ぬ
く
の
新
設

に
よ
る
倶
知
安
保
育
所
お
よ
び
み
な
み
保

育
所
の
閉
所
に
伴
い
、
投
票
区
お
よ
び
投

票
所
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
投
票
所
は
選
挙
に
よ
っ
て
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
身
の

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

次
回
の
選
挙
か
ら
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

秋
の
鏡
沼
を
楽
し
ん
で

フ
ッ
ト
パ
ス
開
催

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
ゲ
ス
ト

交
流
会

地
域
の
魅
力

あ
る
資
源
の
再

認
識
な
ど
を
目

的
に
、
フ
ッ
ト

パ
ス
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま

す
。
10
月
は
紅

葉
の
鏡
沼
が
目

的
地
で
す
。

　

暑
い
夏
を
、
北
海
道
の
冷
涼
な
気
候
の

中
で
過
ご
そ
う
と
、
今
年
も
関
東
や
関
西

な
ど
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
観
光
客
が
倶
知

安
町
に
長
期
滞
在
を
し
て
い
ま
す
。

　

8
月
1
日
㈬
に
は
、
一
般
社
団
法
人
倶

知
安
観
光
協
会
主
催
の
『
ニ
セ
コ
サ
マ
ー

ス
テ
イ
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
』
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
に
は
約
１
3
０
名
が
参

加
し
、近
隣
町
村
の
紹
介
や
、子
ど
も
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
、
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、

近
隣
の
町
村
や
観
光
協
会
ら
に
よ
っ
て
提

供
さ
れ
た
食
材
な
ど
を
味
わ
い
、
参
加
者

同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
で
西
江
町
長
は
「
倶
知
安
の

過
ご
し
や
す
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
こ
の
町
を
愛
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
」
と
参
加
者
に
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
倶
知
安
で
の
長
期
滞

在
が
今
年
で
10
回
目
と
な
る
方
も
お
り
、

7
月
初
め
か
ら
滞
在
中
の
女
性
は
「
今
年

の
夏
も
、
北
海
道
の
美
し
く
雄
大
な
自
然

参加申込の受付は 9 月 5 日㈬ 9 時から

町内施設見学会のお知らせ

　町の取り組みや施設などについて、皆さんに知ってもらう機会
として町内施設見学会を実施します。見学先への移動は貸切バス
です。興味のある方は、気軽に問い合わせください。

　広報くっちゃん 7 月号などで募集を
した、平成 30 年度姉妹都市サンモリッ
ツとの青少年交流事業における派遣者を
紹介します。以下の 3 名は、9 月 24 日
から 10 月 3 日までの 9 日間をサンモリッ
ツで過ごし、現地でさまざまな体験をし
ます。

■日時／ 10 月 11 日（木）9 時～ 14 時
■見学場所・内容／※内容は変更する場合があります
①ニセコ HANAZONO リゾート

来年開催される G20 観光大臣会合の会場予定地周辺の施設
を見学します。

②くっちゃん保育所ぬくぬく
今年 4 月に開所した新しい保育所を見学します。

③倶知安小学校
今年で開校 120 周年を迎えた同校で授業を見学します。また、
子どもたちが普段食べている学校給食を体験します。

■対象・定員／町民 35 名
■参加費／ 250 円（給食材料実費分・当日徴収）
■申込／問へ電話で申し込み。申込期間は 9 月 5 日㈬ 9 時～ 9

月 14 日㈮ 17 時。定員になり次第、期間中であっても募集
を終了します。

問総合政策課企画振興室広報広聴係　☎ 56 － 8001

左から　◆竹山　芽里　さん
　（倶知安中学校 3 年）
◆本多　翔　ジョシュア　さん
　（倶知安高校 1 年）
◆佐藤　優衣　さん
　（倶知安高校 3 年）

姉妹都市サンモリッツで異文化交流

派遣者 3 名が決定

これまで 次回の選挙以降
第 1 投票区 西小学校 変更なし
第 2 投票区 世代交流センター 倶知安小学校
第 3 投票区 倶知安保育所 北陽小学校
第 4 投票区 東地域会館 変更なし
第 5 投票区 みなみ保育所 第 1・第 2 投票区へ編入＊
第 6 投票区 サン・スポーツランドくっちゃん 第 5 投票区へ、場所の変更なし
第 7 投票区 高砂地域センター 第 6 投票区へ、場所の変更なし
第 8 投票区 東部地域会館 第 7 投票区へ、場所の変更なし
第 9 投票区 八幡地域センター 第 8 投票区へ、場所の変更なし
第 10 投票区 克雪管理センター 第 9 投票区へ、場所の変更なし

の
中
で
、
ゆ
っ

く
り
と
過
ご
し

た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。　

入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
を
確
認
の

上
、
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
56
―
８
０
０
０

＊第 5 投票区のみなみ保育所は、区域により第 1 投票区の西小学校と第 2
　投票区の倶知安小学校へ編入します

第 1 投票区：西小学校へ編入 第 2 投票区：俱知安小学校へ編入
南 4 条東 1 丁目、2 丁目
南 5 条東 1 丁目
南 6 条東 1 丁目、2 丁目
南 7 条東 1 丁目
南 8 条東 1 丁目、2 丁目
南 9 条東 1 丁目
南 10 条東 1 丁目、2 丁目
南 11 条東 1 丁目

南１条東１丁目
南２条東１丁目、２丁目
南３条東１丁目、２丁目
南４条東３丁目、４丁目、５丁目、

６丁目、７丁目
南６条東３丁目、４丁目、５丁目
南８条東３丁目

農高のおみせ＆カフェ　営業予定
営業日 おみせ カフェ

9 月 13 日㈭ ●
10 月 18 日㈭ ● ●

25 日㈭ ●
11 月 15 日㈭ ●

29 日㈭ ● ●
12 月 20 日㈭ ●

営業時間
　おみせ　16 時～ 16 時 45 分（予定）

カフェ　14 時～ 16 時 45 分（予定）
※上記は予定です

詳しくは問い合わせください

の
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

農
高
の
お
み
せ
だ
け

で
な
く
、
カ
フ
ェ
も

皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
『
Ａ
ｇ
ｇ
ｉ
ｅ
，
ｓ
（
ア
ギ
ー

ズ
）』
は
7
月
27
日
㈮
に
正
式
に
オ
ー
プ

ン
。
初
日
は
ぎ
こ
ち
な
い
動
き
が
あ
っ
た

も
の
の
、
8
月
10
日
㈮
・
30
日
㈭
と
回
数

を
重
ね
、
生
徒
た
ち
は
徐
々
に
配
膳
や
接

客
に
も
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
、
食
事
を
し

た
お
客
さ
ん
に
対
し
、「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
元
気
に
声
を
か
け
て
い

ま
し
た
。

カ
フ
ェ
の
営
業
は
11
月
ま
で
で
、
残
り

2
回
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
季
節
に
合

わ
せ
た
旬
の
食
材
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
農
高
の
お
み
せ

も
営
業
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
学
校
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
倶
知
安
農
業
高
校
☎
22
―
１
１
４
８
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ＴＯＰＩＣＳくっちゃんニュース

炎
天
下
の
中
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た

第
32
回
全
日
本
小
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

7
月
28
日
㈯
か
ら
31
日
㈫
の
4
日
間
、

町
営
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
球
場
（
き
た
ろ
く
グ

ラ
ウ
ン
ド
）
に
て
第
32
回
全
日
本
小
学
生

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
全
48
チ
ー

ム
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
に
先
立
ち
27
日
㈮
に
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
開
会
式
で
は
、
選
手
た
ち

が
多
く
の
観
客
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
入
場

行
進
を
行
い
ま
し
た
。
式
の
中
で
西
江
町

長
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
選
手
や
役
員

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
に
対
す
る
歓
迎

の
言
葉
を
述
べ
た
後
、「
羊
蹄
山
や
ニ
セ

コ
連
峰
に
囲
ま
れ
た
雄
大
な
自
然
の
中
、

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が
優
勝
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

出
場
全
48
チ
ー
ム
を
代
表
し
て
選
手
宣
誓

を
行
っ
た
の
は
、
倶
知
安
ミ
ル
キ
ー
ズ
の

主
将
根
本
亜
美
さ
ん
（
6
年
）。「
今
日
ま

で
支
え
て
く
れ
た
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
仲
間
を
信
じ
て
こ
の
大
舞
台

Ｇ
20
を
お
も
て
な
し

町
民
会
議
で
事
業
を
検
討

仕
事
の
厳
し
さ
を
知
る

倶
高
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

来
年
10
月
に
倶
知
安
町
で
の
開
催
が
決

定
し
た
20
カ
国
・
地
域
（
Ｇ
20
）
観
光
大

臣
会
合
に
向
け
て
、
今
年
６
月
に
発
足
し

た
「
倶
知
安
町
Ｇ
20
観
光
大
臣
会
合
推
進

町
民
会
議
」
の
事
業
推
進
部
会
が
8
月
9

日
㈭
に
行
わ
れ
、
町
民
会
議
に
参
画
す
る

観
光
協
会
や
商
工
会
議
所
、
町
内
の
２
高

校
の
ほ
か
、
町
や
教
育
委
員
会
な
ど
か
ら

約
20
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
部
会
は
、
大
臣
会
合
の
開
催
に
あ

た
り
、
町
内
の
機
運
醸
成
や
お
も
て
な
し

事
業
の
企
画
と
そ
の
実
施
を
担
っ
て
お

り
、
こ
の
日
は
事
務
局
か
ら
、
こ
れ
ま
で

国
内
で
行
わ
れ
た
国
際
会
議
の
際
の
取
組

事
例
な
ど
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
会
で
は
今
後
、
所
属
す
る
各
団
体
か

ら
の
企
画
や
意
見
を
集
約
し
た
う
え
で
、

事
業
計
画
案
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
に
お
い
て
も
、
道
の
魅

力
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目

　

倶
知
安
高
校
で
は
、
自
己
の
適
性
や
能

力
を
理
解
し
、進
路
選
択
に
活
か
す
こ
と
、

社
会
人
と
し
て
の
厳
し
さ
を
体
感
す
る
こ

と
に
よ
り
、
望
ま
し
い
職
業
観
や
勤
労
観

を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
2
年
生

を
対
象
と
し
た
高
校
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
、
そ
の
第

一
期
と
し
て
7
月
30
日
㈪
～
31
日
㈫
の
2

日
間
、
18
カ
所
の
事
業
所
で
67
名
の
高
校

生
が
、
職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
職
場
体
験
は
倶
知
安
町
役
場
ま
ち

づ
く
り
新
幹
線
課
で
も
行
わ
れ
、
村
瀬
峻

さ
ん
、
葛
西
祥
吾
さ
ん
、
長
谷
川
瑠
一
さ

ん
の
3
名
が
町
の
仕
事
の
一
部
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

3
名
は
、
8
月
4
・
5
日
に
開
催
さ
れ

た
「
く
っ
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
が
祭
り
」
の
直
前

と
い
う
こ
と
で
、
担
当
職
員
か
ら
お
祭
り

準
備
作
業
の
指
示
を
受
け
、
必
要
な
物
品

の
運
搬
や
、
当
日
使
用
す
る
看
板
作
成
の

的
と
し
た
官

民
連
携
組
織

が
発
足
し
て

お
り
、
そ
こ

と
の
共
催
事

業
な
ど
の
実

施
も
予
定
さ

れ
て
い
ま

す
。　

を
楽
し
み
、

全
力
で
プ

レ
ー
す
る
こ

と
を
誓
い
ま

す
」
と
元
気

よ
く
宣
言
す

る
と
会
場
に

は
大
き
な
拍

手
と
歓
声
が

起
こ
り
ま
し

た
。

手
伝
い
な
ど

を
行
い
、
参

加
し
た
生
徒

は
、
仕
事
の

大
変
さ
や
楽

し
さ
を
知
る

貴
重
な
体
験

だ
っ
た
と
話

し
て
い
ま
し

た
。　
　

　

8
月
4
日
㈯
・
5
日
㈰
の
2
日
間
、く
っ

ち
ゃ
ん
じ
ゃ
が
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
時
折

雨
が
降
る
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
の
比
較
的

過
ご
し
や
す
い
天
候
の
中
、
町
内
外
か
ら

延
べ
約
5
万
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
じ
ゃ
が
祭
り
は
、定
番
の「
じ
ゃ

が
い
も
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
取
り
」
や
「
じ
ゃ

が
ね
ぶ
た
」
な
ど
に
加
え
、
G
O
G
O

イ
ベ
ン
ト
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
が
追
加
さ
れ
、
来
場
者
を
大
い
に
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
ま
た
、「
じ
ゃ
が
千
人

踊
り
」
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
参
加
者
が

千
人
を
超
え
、
例
年
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
っ
て
い
る
じ
ゃ
が
納
涼
花
火
大
会

で
は
、
倶
知
安
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
梶
彩
美
さ
ん
の
迫
力
あ
る
歌
声

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 第

56
回

く
っ
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
が
祭
り

じゃが祭りふれ太鼓

じゃが音楽パレード＆じゃが音楽祭＆

小学生よさこい

雪ダルマ

開祭式

トドックスマイルキャラバン

KIDS ダンス

ニセコ HANAZONO ヒルクライム

牛乳の無料試飲コーナー

じゃが祭り腕相撲大会

ジャンボジャガ転がし！

ニセコサマーアートフェスティバル記念

縄文太鼓演奏

Mt. Youtei Jr. JAZZ School 演奏

赤坂奴

GOGO フリーマーケット

GOGO スケートボーディング

シルクスクリーン GOGO

GOGO じゃがライブ

輪笑良ぃ（わっしょい）

写真の他にも
さまざまなイベントが催されました

じゃがねぶた GOGO スポーツチャンバラ大会

梶彩美さん（倶知安出身）

じゃが百人太鼓

大道芸（アッキー）

じゃがいもジャンジャン取り

じゃが千人踊り

雪の滑り台

GOGO フリースローゲーム

じゃが太軍 VS じゃが子軍
綱引き合戦

ほくほくじゃが無料配布

じゃが納涼花火大会

じゃが納涼花火大会

阿波踊り

GOGO 激辛カリーバトル

ストライダー体験試乗会

▲開会式で選手宣誓する根本亜美主将

▲声を掛け合いながら笑顔でプレーする
倶知安ミルキーズの選手たち

　

倶
知
安
ミ
ル
キ
ー
ズ
は
28
日
㈯
の
1
回

戦
で
古
高
松
南
女
子
ソ
フ
ト
（
香
川
）
と

対
戦
し
ま
し
た
。
球
場
に
駆
け
つ
け
た
多

く
の
町
民
が
熱
い
声
援
を
送
る
中
、
3
回

ま
で
0
対
0
と
互
角
の
戦
い
を
見
せ
て
お

り
、
ピ
ン
チ
の
時
に
は
選
手
同
士
が
互
い

に
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
プ
レ
ー
し
て
い

ま
し
た
。
試
合
は
残
念
な
が
ら
、
0
対
19

で
敗
れ
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
最
後
ま

で
諦
め
る
こ
と
な
く
、
全
力
で
戦
っ
て
い

ま
し
た
。
倶
知
安
ミ
ル
キ
ー
ズ
の
監
督
瀧

上
定
夫
さ
ん
は
、「
選
手
た
ち
に
と
っ
て

今
回
の
経
験
は
、
一
生
の
宝
物
に
な
っ
た

は
ず
。
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
や
、
大

会
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
31
日
㈫
に
行
わ
れ
、
は
ち
か

づ
き
プ
リ
ン
セ
ス
（
大
阪
）
が
5
対
3
で

強
戸
キ
ャ
ッ
ツ
（
群
馬
）
を
下
し
、
優
勝

を
手
に
し
、今
大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。



アート・イベントのお知らせ

小川原脩展　「小川原脩　遥かなるイマージュⅡ」

　「遥かなるイマージュⅠ」に続き、小川原脩の全年代の代表的作品

を網羅しながら紹介します。

会　期： 9 月 29 日㈯～平成 31 年 1 月 20 日㈰

「第 60 回麓彩会展ワンポイント・トーク」

　麓彩会展オープニングの日に出品作家の皆さんに、制作の背景や作

品への思いなどをお聞きします。

日　時：9月 1日㈯ 10 時～ 12 時

　お話し：麓彩会展出品作家の皆さん　会　場：第 1展示室（無料）

「近代絵画の父　セザンヌ」

日　時：9月 15 日㈯ 14 時～ 15 時

　お話し：柴　　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

「遥かなるイマージュⅡ」

日　時：9月 29 日㈯ 10 時～ 10 時 30 分

　お話し：沼田 絵美（当館学芸員）　会　場：第 2展示室（無料）

－19－ －18－

■常設展示

■企画展示

　久しぶりの釧路。もう十年近く前、

時には零下 20 度を越える中、毎朝 30

分ほどかけて釧路芸術館へと通ってい

ました。幣舞橋、河口へ向かって静か

に流れる釧路川、そして周囲の建物が

織りなす壮大な景色は、当時と変わる

ことがありません。相変わらず、大き

な自然に包み込まれる安心感と懐かし

さのようなものを感じます。

　多くの画家がこの魅力にとらわれて

います。小川原脩もその一人でした。

もしかしたら、そうした繊細で鋭敏な

画家の作品を通して、自分はこの光景

を見ているのではないかと、時に感じ

ます。実際、ブルターニュの港やベネ

チアの海岸などの制作現場を訪れて、

少しでも画家の心に近づこうとしたこ

とさえあったものですから。

画家の目

柴
しば

 　勤
つとむ

館　長

しりべしミュージアムロード展「花さんぽ」

　岩内・共和・倶知安・ニセコに点在する 5つのミュージアムの共同

企画展。

会　期：開催中～ 9月 24 日㈪

―つぶらな眼をしたイモムシ―
425 回

『土』

1959 年　小川原　脩　画

　8 ～ 9 月になると、シラカンバの木でよく見かけるイモムシがいる。チョウやガの幼虫に似ているが、カラフトモ

モブトハバチという“葉
は ば ち

蜂”の仲間の幼虫で、名前の通り植物の葉を食べて育つ。体は大きく 45 ㍉ほどで、カンバ

類の葉をよく食べ、時に街路樹の葉を食べ尽くすこともある。クリーム色の頭部と黄緑色の体に通る一筋の黒いライ

ンが印象的だ。チョウやガの幼虫との見分け方のポイントが 2 つある。1 つ目はつぶらな眼。チョウやガの幼虫の眼

はあまり目立たないのだが、カラフトモモブトハバチの眼は左右でやや離れてついており、まるで何かのキャラクター

のようだ。2つ目は腹脚と呼ばれる脚の数。チョウやガの場合は最大で 4対であるのに対し、ハバチは 5対以上ある。

　年に一度、倶知安の町や羊蹄山麓、後志にゆかりのある作家

たちが集う麓彩会展。今年もその季節がきて、それぞれの個性

を追求した絵画作品がお目見えする。では、麓彩会が発足した

60 年前、小川原脩はどのような作品を描いていたのだろう。

　小川原は 1958 年頃から、倶知安の峠下遺跡の発掘に関わる

など考古学の世界に没頭し、遺跡・遺物、そして地面そのもの

をモチーフに取り込んでいた。1960 年の第 3 回麓彩会展目録

には、「土について」という題の連作 3点の出品が記されている。

同時期の著述文では、黒曜石の石器について、打ち割られて創り出される鋭利で繊細な形を「マイナスの造形」と呼

び感嘆の言葉を記している。

　薄く、慎重に土を剥いでゆくと現れる、古代の生活の跡。本作「土」は反対に、絵の具を重ねて厚みを出し、激し

い凹凸を作っている。赤いレンガのように日に焼けた土、石器、土器片、それらを掻き出した痕跡まで、発掘現場の

地表面を再現しているかのようだ。

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

■アーティスト・トーク

■アート・トーク

日　時：9月 29 日（土）18：00 開演

会　場：当館ロビー

出　演：倶知安ブラスオーケストラ

料　金：一般 1,300 円、小川原脩記念美術館

友の会会員 1,000 円

問小川原脩記念美術館友の会　高橋

☎ 090-3396-6022

小川原脩記念美術館友の会
　「音楽とワインの夕べ」

展覧会のお知らせ

小川原脩記念美術館 ☎ 21-4141

観 覧 料 ： 一 般 500 円（400 円）

高 校 生 300 円（200 円）

小中学生 100 円（ 50 円 )

倶知安風土館 ☎ 22-6631

観 覧 料 ： 一 般 200 円（100 円）

高校生以下、美術館観覧者無料

開館時間は
入館は

9時～ 17 時
16 時 30 分まで

※（　）内は 10 名以上の団体料金

9 月の休館日 毎週火曜日、
26～28日は臨時休館

アート探訪〈みて・きいて〉19「アメリカの美術館 1」

■ミュージアム・コンサート

■土曜サロン

「ゾラの生涯」1937 年 /116 分 / アメリカ 

■アート・シネマ館

「しりべしミュージアムロード・コンサート『華麗なるヴァイオリン

とチェロの世界』」

日　時：9月 2日㈰ 15 時～ 15 時 40 分

　出　演：VirtuROSE ヴィルトゥローズ

能登谷安紀子さん（ヴァイオリン）　中島杏子さん（チェロ）

　会　場：当館ロビー（無料）

日　時：9月 8日㈯ 14 時～ 15 時

　お話し：柴　　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

第 3回ふるさと探訪（観察会）　「初秋、植物の営みを見る神仙沼・長沼散策」

　グリーンシーズン終了間近、プチ縦走をしながら初秋の植物観察をします。

講師：村上尚美氏（自然ガイドツアー心和～ cocowa ～主宰）　日時：9月 22 日㈯ 8 時～ 15 時　定員：先着 12 名

寺子屋ミュージアム「木の実と動物のオイシイ関係」（小中学生対象）

　ドングリの実のなる木と動物の関係について学びながら、ドングリの実を調理して食べてみましょう。

※ナッツ（ドングリ）、小麦粉、卵、牛乳、バターなどのアレルゲンを使用します

講師：村上尚美氏　日時：9月 29 日㈯ 13 時 30 分～ 16 時 30 分　定員：先着 15 名　参加費：250 円（保険代）

いずれも集合は倶知安風土館、開催 3日前までに倶知安風土館に電話で申し込みください。

日　時：9月 22 日㈯ 14 時～ 16 時 10 分

　お話し：柴　　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

第 60 回麓彩会記念展

　1958（昭和 33）年、小川原脩をはじめとする 8 人の発起人により

設立された「麓彩会」。公民館で開催された第 1 回展から途切れるこ

となく回を重ね、今年で 60 回を迎えます。記念展の今回は、規模を

▲カラフトモモブトハバチの幼虫（左）と成虫（右）

拡大し第１展示室で開催します。

会　期：9月 1日㈯～ 12 月 16 日㈰

 基本的に無害な昆虫だが、幼虫の生態で気になることが 1つある。

それは幼虫を触ると体から透明な液体を勢いよく出してくること

だ。しかし、毒性はなく、匂いもかぶれることもない。そして、液

体を出す意味は分かっていないのだ。一体、何のために出している

のだろう。きっと何か意味があるはずなのだが…。

文：小田桐　亮（倶知安風土館　学芸員）



おしっこちょっぴりもれた
ろう

夏がきた 満点をとれるノートをつく
ろう

しあわせの牛乳

ヨシタケシンスケ 羽尻利門 伊垣尚人 安田菜津紀・佐藤慧

　

悪玉伝 インジョーカー 無限の玄／風下の朱 身近にいる「やっかいな人」
から身を守る方法

朝井まかて 深町秋生 古谷田奈月 マーク・ゴールストン
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した。お忙しい中、お手伝いいただいた関係者の

皆さまに深く感謝申し上げます。

 お祭り開催前の 2 週間は、暑い日が続きました

が、祭りを境に、朝夕に秋の訪れを思わせるよう

な冷気が漂いはじめました。

　さて、9月を迎え、本格的な収穫期となります。

6 月・7 月は長雨、日照不足などが続き、小麦・

小豆の収量が心配されています。他の作物は何と

か平年並みに近い収量が見込まれており、順調に

収穫が進むことを願っています。

　子どもたちの夏休みが終わり、学校生活が始ま

りました。子どもの交通事故防止に向けドライ

バーの皆さんのご協力をお願いします。

　今年も、全町敬老会を開催します。当町の発展

にご尽力くださった皆さまの功労・功績に感謝申

し上げます。そして、皆さまがいつまでも健やか

にいきいきとした毎日を過ごせますことを願って

おります。

　8 月 4・5 日に行われ

た倶知安の夏の一大イベ

ント「くっちゃんじゃが

祭り」は、町内外からた

くさんの方が来場し、盛

大に終えることができま

西江栄二

－20－

絵本館

公民館 3階図書室
10 ～ 18時（毎週月曜休館）
※ 9月 27 日（木）は図書整理日のため休館

新着図書のお知らせ

10 ～ 18 時（毎週水曜休館）
※ 9月 25 日（火）は図書整理日のため休館

今日は何を食べよう？

お 月 見 団 子

● 材料（20 個分）

①かぼちゃは蒸すかレンジで加
熱して柔らかくし、つぶす。

②白玉粉に絹豆腐を入れて、耳

● 作り方

団子のみ エネルギー 453kcal
塩　　  分 0.0g

白 玉 粉 100g、 絹 豆 腐 1/2 丁
（150g）、かぼちゃ適量

行事を通して家族の会話を楽しみましょう♪
　お月見は、満月を見て楽しむとともに春から大切に育
ててきた作物の実りに感謝し、収穫を祝う行事です。旧
暦の 8 月 15 日（十五夜）は中秋の名月と言われ、今年は
9 月 24 日が十五夜にあたり、一年で月が最も美しく見え
る日だそうです。
　お月見団子は「混ぜる」「こねる」「形を作る」など、
親子で一緒に作ることを楽しめると思います。忙しい毎
日を過ごしている方が多いと思いますが、たまには、ゆっ
くり月を眺めて、家族の会話を楽しんでみませんか？

栄養士　岩井麻未

▲じゃが祭りにて阿波踊り
　（8 月 4 日）

たぶくらいの柔らかさになるまでこねて丸める。お好
みでかぼちゃを入れ、黄色の団子を作ってもよい。

③沸騰したお湯に②を入れ、浮かんでくるまで茹でる。
④並べて飾る。お好みであんやみたらしをつけて食べる。

【みたらしあんの作り方】水 1/2 カップ、砂糖大さじ 2、しょ
うゆ大さじ 2、みりん大さじ 1 と 1/2 を鍋に入れて軽く煮
立たせ、水溶き片栗粉でとろみをつける。
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